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本日御議論いただく内容

⚫ グロス・ビディングとは、余剰電力を中心に行われている取引所取引（ネット・ビディング）に加え、

旧一般電気事業者の社内取引分を含めて取引所を介して売買する取組である。この取組は、①市場の流

動性向上、②価格変動の抑制、③透明性の向上という3つの効果を期待して、2017年4月に導入された。

⚫ 第64回制度設計専門会合（2021年8月）及び第87回制度設計専門会合（2023年7月）において議論を

行い、当初期待された効果が一定程度見られたことや内外無差別な卸売により社内取引の透明性が向上

したことから、2023年10月から当面の間、グロス・ビディングを休止することとされた。その後、第

90回制度設計専門会合（2023年10月）において、休止から1年程度市場への影響を注視した上で、正式

に取りやめることについて判断することとした。

⚫ 今般、①から③の効果について改めて評価した上で、グロス・ビディングの取りやめについて判断する

こととしたい。
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グロス・ビディングに当初期待された効果に係る評価
（①市場の流動性向上、③社内取引に係る透明性の向上）

• スポット市場における約定量については、下表のとおり、グロス・ビディング導入前（2016年度）と

比べて増加しており、市場の流動性は向上しているといえる。

• なお、2023年10月のグロス・ビディングの休止によってスポット市場の約定量は減少しているが、グ

ロス・ビディングを除外した実質的な入札量や約定量は2022年度と同程度を維持している。

• また、内外無差別な卸売のフォローアップにおいて、全ての旧一般電気事業者等が、卸標準メニューを

作成・公表したことに加え、発電・小売部門間の情報遮断等に取り組んでいることが確認されたことか

ら、社内取引の透明性向上に向けた取組が進められているといえる。

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

約定量（億kWh） 230 586 2,086 2,925 3,128 3,272 3,185 2,615 2,657

【GBを除く実質約定量 前年比】 - - - - - - - 0.9倍 1.1倍

JEPX取引会員数（社）※１ 124 135 163 184 236 276 283 299 321

※１ JEPX取引会員数は、年度末の会員数を記載した。

スポット市場における約定量及びJEPXの取引会員数の推移

2017年4月
グロス・ビディング順次開始

2023年10月
グロス・ビディング休止
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グロス・ビディングに当初期待された効果に係る評価と対応方針
（②価格変動の抑制）
• グロス・ビディング導入前（2016年度）・実施中（第64回制度設計専門会合で本件について議論した

2021年度）・休止後（2024年度）における8月上旬※のスポット市場の価格感応度を比較した結果、

グロス・ビディング導入前よりも、グロス・ビディング実施中及び休止後の方が、価格感応度が低下し

ている。

• なお、8月上旬※のシステムプライス±５％の価格の札の量について見ると、グロス・ビディング実施中

の2021年（一日平均109,538 MWh）と、グロス・ビディング休止後の2024年（一日平均112,988 

MWh）は約定価格近傍の札は微増しており、グロス・ビディングを休止しても約定価格の変動幅は抑制

されているといえる。

※確認対象期間は、2016/7/30(土)～2016/8/12(金), 2021/7/31(土)～2021/8/13(金), 2024/8/3(土)～2024/8/16(金) 
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スポット市場の価格感応度（仮想的な売/買入札のいずれかに1000MW追加した際の約定価格の変化）（左図：コマごとの変化 右表：2週間平均値）

売りに1000MW
追加した場合

買いに1000MW
追加した場合

導入前（2016年） ▲0.91円/kWh ＋1.14円/kWh

実施中（2021年） ▲0.41円/kWh ＋0.40円/kWh

休止後（2024年） ▲0.37円/kWh ＋0.39円/kWh

➢ 以上から、グロス・ビディングに期待された①市場の流動性向上、②価格変動の抑制、③透明性の向上の
3つの効果は、休止したとしても減退していない。このことから、グロス・ビディングは、一定の役割を
果たしたとして、取りやめることとしたい。

買い

売り
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以下、参考
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（参考）グロス・ビディングに期待される効果

⚫ グロス・ビディングには様々な効果が期待されるが、主に３つの効果が期待される。

グロス・ビディングに期待される効果

①市場の流動性向上

②価格変動の抑制

③透明性の向上

• グロス・ビディングとして限界費用ベースで売買入札を行うた
め、買い入札の限界費用が約定価格を下回り、全量買戻
しとならない場合には、市場の流動性向上に貢献する。

• グロス・ビディングにより、売買両面において約定価格帯近
傍の入札が増加するため、売買入札曲線の傾きが緩やか
になり、価格変動の抑制効果が発生する。

• グロス・ビディングの実施後には、社内取引の一部が市場
経由で行われるため、社内取引価格が明確となり、社内
取引が透明化されることが期待される。

第28回制度設計専門会合
(平成30年3月29日)

資料4より抜粋・一部修正
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第64回制度設計門会合
(令和3年8月31日)
資料3より抜粋
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第64回制度設計門会合
(令和3年8月31日)
資料3より抜粋
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（参考）
グロス・ビディングに期待された効果・役割③「透明性の向上」の現状

⚫ グロス・ビディングの効果の1つとして、先述のとおり、社内取引の一部が市場経由で行わ
れることによって、社内取引が透明化されることが期待されていたところ。また、これまでの
御議論においては、グロス・ビディングによって卸市場が競争的になるためには、発電部門
と小売部門との間の情報遮断が必要、といった御指摘があったところ。

⚫ この点に関して、前回会合（2023年6月27日）にてお示ししたとおり、内外無差別な
卸売のコミットメントに基づき、

①2023年度の通年の相対契約から、新たに卸標準メニューを作成・公表していること

②発電・小売部門間の情報遮断・社内取引の条件を定めた文書が存在すること

がすべての旧一般電気事業者において確認されたところ（※②については発販一体の
事業者に限る。発販分離を行った事業者については、事業者間の契約が存在。）。

⚫ 旧一般電気事業者による内外無差別な卸売のコミットメントに基づき、このような取組が
進められていることを踏まえれば、③「透明性の向上」についても、グロス・ビディングは期
待された役割を終えたと考えられるのではないか。

第87回制度設計専門会合
(令和5年7月28日)

資料3より抜粋・一部修正




